
従業員とともに 取引先とともに
安全衛生は、始めから終わりまで全てに優先 労働安全衛生 持続的な事業活動を支える 適正取引

グローバル調達の取り組み 安定調達

一人ひとりの個性と多様性を尊重 人財育成・雇用

豊成会は、当社の協力会社（全22社）で構成される
組織として、1989年に結成され、大豊グループ協力会
として相互研鑽を通じ、企業の発展を図っています。

●豊成会の取り組み

ワークライフバランスの取り組みとして労使で年休取
得目標を設定しています。過去３年間で年休取得日数
は増加しています。
また、労使協議の場で総労働時間削減の議論を行って
います。

●ワークライフバランスの実現
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●人財を育てるための機会作り

当社における人財の考え方

人財
考え方価値観

スキル

教え・教えられる風土

マネジメント能力の向上

当社は、「調達基本方針」に基づき、適正取引の推進を
図っています。調達方針説明会でeSQCD等の期待値
を提示し、取引先へ年間活動テーマとして展開していた
だいています。

●サプライチェーンマネジメント
東日本大震災において調達困難な原材料、部品の代替
先検討等の実体験をもとに反省し、サプライチェーンの
把握に取り組み、大規模災害を想定した具体的な「生産
の構え」を検討開始しています。これは、当社の事業
継続マネジメント（BCM）の一部と連動しています。

●グリーン調達ガイドライン
取引先の皆様と環境活動を
連携していくために、当社
ではグリーン調達ガイド
ラインを発行しています。

当社では、グループ会社を含めた従業員が生き生きと
働ける環境づくりを目指し、人事制度の充実に向け、
適材適所での人財の配置・交流ができる仕組みづくりの
構築と、会社の継続的発展を支える人財力向上に向け、
教え・教えられる風土の醸成に向けた活動を推進してい
ます。

技術開発・改善事例展示会

紛争鉱物に関する対応
大豊グループで製品、購入部品、原材料には紛
争鉱物を使用しないと宣言すると共に、取引先に
対し、製錬所の情報入手と、不使用の証明書
提出を要請しています。

適正価格で安定調達を維持するために、グローバル
調達を加速させます。そのため、調達機能としての
体制や個々のスキルの充実を図っています。

現地調達化に向けて
北米におけるバキュームポンプの現地生産に
向け、現在北米現地の取引先において生産準備を
進めています。北米の拠点では初めてのシステム
製品の立上げになるため、取引先と連携しスム
ーズな生産稼働を目指します。

豊成会の担当者の声

トライの積み重ねにより量産条件を
確立し、ダウンサイジングを成功させ
ました。
これからも技術力に磨きをかけ、頼ら
れる仕入先になるよう、改善を続けて
いきます。

衛生活動の取り組み事例
大豊グループ全体で社員の健康管理活動が評価
され、トヨタ関連部品健康保険組合主催の懇談会
にて肥満対策事例を紹介・講演しました。

問題解決・職場運営能力の向上

OJTによる継続的な実践
（管理者として備えるべき）
基礎知識・常識の習得

社会人としての一般常識

安全衛生方針
労働安全衛生法および、関係する諸法令と社内
規則・基準を遵守し、災害の発生防止に努める
全災害未然防止を基本に、本質安全と従業員の
意識向上を図り体質を強化する
衛生管理の充実と、全従業員の健康維持増進を
図る
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講演の様子（安全衛生推進部　副島すま子）

労働安全活動の取り組み事例
標準作業の整備、トップ安全確認会、構内歩行帯
の整備を活動の柱とし、本社工場は2010年より
休業災害ゼロを継
続しています。その
成果もあり、無災害
記録第２種を受賞し
ました。

本社工場の受賞（（右）森安工場長）

奥田工業(株)
小野寺 秀徳

調達基本方針
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開かれた公正･公平な取引の原則
調達相手先と一体となった競争力強化の原則
調達相手先との共存共栄の原則
原価低減活動等における課題･目的の共有と
成果シェアの原則
相互信頼に基づく双方向コミュニケーションの
確保の原則

当社の『安全衛生方針』は、経営トップの思いを定めた
安全・衛生の姿です。この方針をもとに、労働災害
ゼロの達成を目標としています。

人財とはスキル（知識、技術）
を備えた上に価値観や考え方
も備えた人であり、当社では、
その人財が育つための機会
（教育・環境）として、多くの
教育・研修を実施しています。

PDF版を当社ウェブサイトから
ダウンロードできます。

http://www.taihonet.co.jp/
company/green.html

グループ力の最大化（拡販、収益向上）と相互理解
によるパートナーシップ強化を目的に2012年
から毎年「技術
開発・改善事例
展示会」を開催
しています。
2015年度は
16件の事例が
展示されました。

〔CSR〕取り組みの報告
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